
本市のごみの現状と取組

令和７年度第１回ごみ減量化・リサイクル推進会議

資料３
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■ 寝屋川市一般廃棄物処理基本計画の概要

●計画の策定
廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項の規定により、「市町村は、当該

市町村の区域内の一般廃棄物処理に関する計画を定めなければならない。」とされて
おり、令和２年度に「寝屋川市廃棄物減量等推進審議会」に諮問・答申を踏まえて策
定。

●計画期間
令和３（2021）年度から令和12（2030）年度までの10年間

●計画の構成
本計画は、「総論」、「ごみ処理基本計画」及び「生活排水処理基本計画」から構

成されており、「総論」では、計画策定の概要等について、「ごみ処理基本計画」で
は、一般廃棄物処理の状況と課題、計画のめざす姿、減量目標と行動計画等について、
「生活排水処理基本計画」では、処理施設の方向性等について示しています。

●基本方針
⑴ごみ処理基本計画
①“もったいない”による４Ｒの深化
②安全・安心なごみ処理の推進
③責任と役割に応じた行動の推進

⑵生活排水処理基本計画
①生活排水処理の推進
②浄化槽の適正な維持管理
③処理施設の適正な運営と維持管理 2



■ 実績値と目標値
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■ ごみ排出量の推移

平成21年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

総排出量 79,286 70,444 68,882 66,685 63,978 62,015

家庭系ごみ 52,383 49,313 48,097 46,015 44,122 42,697

事業系ごみ 19,057 16,100 16,022 16,192 15,822 15,695
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※総排出量は、資源集団回収を含む。
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■ ごみ排出量の推移（ごみ総排出量一人１日当たり）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

寝屋川市 840.4 825.8 805.9 773.2

府内平均 914.5 911.5 899.2 876.9
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一人１日当たりのごみ総排出量は、年々減少傾向にあり、府内平均値を下回っている状況である。

※算出方法：年間総排出量÷人口(10月１日時点)÷365(令和6年366)÷1,000,000
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■ リサイクル率

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

寝屋川市 21.2 21.3 20.8 20.3

大阪府平均 14.4 14.2 13.9 13.8
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リサイクル率は、大きな変化はないものの、大阪府平均値を大きく上回っている状況である。

※一般廃棄物実態調査報告書(環境省)より引用



■ 実施・継続中の事業

寝屋川市では、次の各種事業により、計画に沿った４Ｒを実施。

リフューズ ・マイバック持参や過剰包装お断りなどの啓発

リデュース ・フードドライブの実施（民間事業者と連携して令和４年10月から常設）

・生ごみ処理機購入費補助

・ごみ減量マイスターの養成

リユース ・㈱ジモティーとの連携協定（周知・啓発）

・環境フェアでの「寝屋川エコの市」

リサイクル ・小型家電回収BOXの設置（市内21か所）

・資源集団回収活動事業への報奨金の交付（府内トップクラス ６円/㎏）

7



■ 実施事業（Ｒｅｄｕｓｅ・リデュース【減らす】）

● 民間事業者との連携協定①

・生活協同組合おおさかパルコープ 「フードドライブの常設」
令和４年10月から「フードドライブ」※について、生活協同組合おおさかパルコー

プと連携し、通年で実施することにより、食品ロス削減の意識を醸成するとともに、
更なるごみ減量を図る。

平成30年度から毎年１か月の期間限定で実施していた「フードドライブ」を常設で
実施！

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

回収量 289㎏ 1,118㎏ 1,799kg 1,177kg

※フードドライブとは
家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持
ち寄り、それらを取りまとめて地域の福祉団体
等に寄付する取組。
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■ 実施事業（Ｒｅｄｕｓｅ・リデュース【減らす】）

● ごみ減量マイスター

市民が自ら行うごみの減量に関する取組を推進し、地域の中で自主的に活動
するリーダーとなる方を養成するための認定制度を設け、ごみの減量やリサイ
クルの推進を図る。

令和６年度は、養成講座２回と意見交換会を１回開催。
（ごみ減量マイスター）
上級27人 中級57人 初級169人

● 生ごみ処理機購入費補助

一般家庭から排出される生ごみを減量化・資源化するための生ごみ処理機を
購入し継続使用するものに対し補助金を交付することにより、家庭における生
ごみのリサイクルとごみの減量に資することを目的とするもの。 ※購入額の
２分の１、上限２万円補助

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

補助額/件数 396,100円/26台
予算：400,000円

405,700円/23台
予算：600,000円

575,400円/34台
予算：600,000円

586,800円/32台
予算：600,000円
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● 民間事業者との連携協定②

・㈱ジモティー
リユース事業を専門にする株式会社ジモティーと連携することにより、市民へリ

ユースについて周知を図るともに、更なるごみ減量と再資源化を図る。

■ 実施事業（Ｒｅｕｓｅ・リユース【再使用】）

〇 費用無料
〇 実施内容

広報
ＨＰ

市公式アプリ
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● 「寝屋川エコの市」（環境フェア内でのリサイクルマーケット）

毎年度６月に市立中央小学校で開催する「環境フェア」において、家庭で不要に
なった衣類等を販売するリサイクルマーケット「寝屋川エコの市」を開催する。

令和７年度

出店予定数：63

■ 実施事業（Ｒｅｕｓｅ・リユース【再使用】）
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■ 実施事業（Recycle・リサイクル【再生利用】）

● 資源集団回収活動への報奨

市民団体（自治会、子ども会や老人会等）が自主的に行う再資源可能物の集団
回収を奨励し資源物の有効利用とごみ減量の目的として、また、環境に対する市
民意識の高揚と地域コミュニティの促進を図るものとして実施。また、回収量に
対して「６円/㎏」の報奨金を交付。

（資源集団回収）
対象品目：雑誌・段ボール・雑がみ・牛乳パック・古布・アルミ缶

協力団体 回収量 報奨額

令和６年度 307団体 3,622ｔ 21,711,200円

令和５年度 314団体 4,034ｔ 24,176,400円

令和４年度 317団体 4,477ｔ 26,839,100円

令和３年度 322団体 4,763ｔ 28,553,100円
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● 民間事業者との連携協定③

・リネットジャパンリサイクル㈱
本市においては、市内公共施設21か所に小型家電回収BOXを設置することにより、

使用済小型家電の分別収集とリサイクルを促進しているが、「リネットジャパンリ
サイクル株式会社」と連携することで、宅配便で自宅から簡単に小型家電（主にパ
ソコン）を廃棄できることの周知を図り、資源ごみの更なるリサイクルを図る。

■ 実施事業（Recycle・リサイクル【再生利用】）

〇 実施内容 費用無料（本体にパソコンが含まれる場合。通常は1,650円）
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通常は1,680円（税抜））



● 小型家電 回収ＢＯＸ

小型家電製品（携帯電話、デジタルカメラ、ノートパソコン）や小型充電式電池
（モバイルバッテリーなど）には、リサイクル可能な希少金属等が含まれています。
そのため、市内の公共施設（市役所、各シティ・ステーションなど）21箇所に専用
の回収ボックスを設置し、回収を行い高品位・中品位等に分類しリサイクルの推進
を行っています。

※平成30年度から事業を開始

■ 実施事業（Recycle・リサイクル【再生利用】）

【設置場所】
市役所、保健福祉センター、
パスポートセンター、各シティ・ステーション
（西シティ・ステーションを除く）、
堀溝サービス窓口、産業振興センター、
市民会館、市民体育館、エスポアール、子育て
リフレッシュ館、各コミュニティセンター、
寝屋川市保健所、イオンモール四條畷（小型家
電回収ボックスのみ）
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● 蛍光灯・スプレー缶拠点回収業務

寝屋川市直営と５事業者で月曜日から金曜日まで毎日収集しています。
一般家庭ごみの収集の収集箇所 ごみ集積所数： 9,716箇所（令和６年度）
※平成21年度から現体制に拡充 委託率：約54.5％（令和６年度）

なお、本市のごみの分別は11種類です。
①可燃ごみ②不燃ごみ③乾電池・ライター④缶・びん⑤廃プラ・ペットボトル
⑥古紙古着
（予約制・有料） ⑦臨時ごみ
（拠点回収かご） ⑧蛍光灯 ⑨スプレー缶
（専用回収ＢＯＸ）⑩小型家電 ⑪小型充電式電池

■ 収集・運搬

● 一般家庭ごみの収集運搬業務

寝屋川市内に拠点を設置しいつでも排出が可能です。約500世帯に１か所に設置
しています。（主な設置場所は公共施設及び自治会集会所など）
蛍光灯スプレー缶拠点回収箇所 拠点箇所数： 238箇所（令和6年度）
※平成12年８月１日から委託を開始
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家庭から出たごみを自力でごみ集積所へ排出することが困難な高齢者や障害者な
どの世帯に対し、寝屋川市の職員が戸別に訪問してごみを収集し、安否を確認して
います。
なお、令和４年12月1日から「ふれあい訪問収集＋（プラス）」としてAEDを車に
搭載しました。

※平成18年度から事業を開始 実績：令和6年度149件

■ 収集・運搬

● ふれあい訪問収集
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■ ごみ処理の流れ
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※一般廃棄物処理基本計画(P9）より抜粋

※落葉、選定枝のリサイクルについては、
令和７年度から廃止。



令和６年７月11日（日）に市クリーンセンター内焼却
施設のごみピットで火災が発生しました。火災の原因は、
可燃ごみにまざっていたリチウムイオン電池が発火した
ものと思われます。

■ 火災事故
● 焼却施設ピット内で火災

● 破砕処理施設ピット内で火災

令和７年５月４日（日）クリーンセンター破砕処理施設で
火災が発生し、約35時間に亘り消火活動を実施しようやく鎮
火しました。原因としては、リチウムイオン電池からの発火
が考えられます。
分別ルールを守って排出していただくことにより、このよ

うな火災が予防されます。
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消火活動の様子

破砕施設内ピット

近年、他にも令和５年３月ごみ収集中のごみ収集車の火災
など多発しています。幸い人的被害や施設への甚大な被害は
出ていませんが、火災のあったごみ収集車は廃車となり、市
民の貴重な財産（平成26年購入価格（約770万円））が消失
しました。
他市では、ごみ処理施設の火災により、10数日収集ができ

ず集積所にごみが溢れる状況もありました。ごみ処理施設が
稼働できなくなったことにより、他自治体などへの処理委託
や施設の修繕に数十憶円かかり、市民１人当たりの換算で１
万円以上になるともいわれています。


